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雪を楽しむ あそ雪の広場

　当別の冬の風物詩あそ雪の広場が、同実行委員会の

主催で開催されました。

　初日は雨が降りましたが、2 日目は天気が回復し、

今年から登場したチューブスライダーが人気を集め、

子どもたちが歓声を上げながら勢いよく滑り降りてい

ました。

　子ども雪像コンクールの表彰式では、町内小中学

校と保育所の 26 体の応募から最優秀賞に西当別小学

校 6 年 1 組の「光輝け！くじら 33 号＆ポニョ」、優

秀賞に当別小学校 2 年 2 組の「まめゴマ」が選ばれ、

会場から暖かい拍手が贈られました。

　このほか、花火大会、雪中玉入れ大会、子ども綱引

き、餅つき、ビンゴ抽選会など、多くのイベントが催

され、延べ 7,000 人の来場者で賑わいました。

宇和島市からも参加

　2 月 13 日から 15 日の日程で友好都市を結んでい

る宇和島市観光協会の訪問団 20 名が来町しました。

　あそ雪の広場では、宇和島「牛
うしおに

鬼まつり」で登場す

る牛
うしおに

鬼の雪像作りや、雪中玉入れ大会に参加するなど、

寒さに震えながらも雪と親しみました。

子ども雪像コンクール最優秀賞

光輝け！くじら 33号＆ポニョ

（2 月 14・15 日・阿蘇公園）
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コンマ 1秒を競う

　当別スキー連盟が主催して第

47 回町民スキー大会開催されま

した。

　会場の石狩平原スキー場には、

町内や近隣の市町村から約 50 名

の参加者が集い、レーシングスー

ツに身を包んだ選手たちがアルペ

ンスキーの回転競技で滑走タイム

を競いました。

　レースでは緊張した表情を見せ

ていた選手たちも表彰式では、賞

状や景品を手に喜ぶ姿が見られま

した。

 （1 月 31 日　石狩平原スキー場）

鮎田塾で当別を学ぶ

　当別移住促進協議会が主催して

21 世紀鮎田塾を開催しました。

　今年は 2 回開催され、第 1 回

目は、「道民の森で　かがやく植

物たち」をテーマに（財）北海道

森林整備公社の小沢義昭氏が講師

を務め、スライドを使いながら道

民の森の各地区で花を咲かせる植

物の特徴を紹介しました。

　2 回目は、「植物エネルギーと

漢方」をテーマに北海道医療大学

准教授堀田清氏が体の中からの健

康について講演しました。

　(2 月 18・25 日　ふれあい倉庫 )
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